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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
流体力学的に絡み合わせることによって、溶融紡糸したフィラメントからジオテキスタイ
ルを製造する方法であって、溶融紡糸したフィラメントを、エンドレススクリーンベルト
の上に載せ、このスクリーンベルト上に載せて第一の強化段階に通して搬送し、前記強化
段階において、前記フィラメントは、水の噴射によって流体力学的に絡み合わされ、この
際、前記フィラメントを、前記第一の強化段階の全工程中、吸引域によってスクリーンベ
ルト上に固定し、そしてこのフィラメントは、このようにして前記第一の強化段階におい
て既に十分に強化され、次いで、前記第一の強化段階の後にスクリーンベルトを除去し、
その後、強化されたフィラメントを搬送ベルト無しで搬送し、かつ
スクリーンベルトの上への溶融紡糸したフィラメントの積載段階と第一の強化段階との間
に、スクリーンベルト上に積載されたフィラメントを圧縮する圧縮段階を更に含み、更に
前記積載段階と圧縮段階の間に吸引によってフィラメントをスクリーンベルト上に固定す
ることも含む、
ことを特徴とする、上記方法。
【請求項２】
吸引域において１～１００ｍｂａｒの減圧をかけることを特徴とする、請求項１の方法。
【請求項３】
スクリーンベルトを貫通して強化を行う場合において、そのスクリーンベルトのメッシュ
幅が１～８ｃｍ-1であることを特徴とする、請求項１または２の方法。
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【請求項４】
スクリーンベルトが土台として働く場合において、そのスクリーンベルトのメッシュ幅が
１０～１００ｃｍ-1であることを特徴とする、請求項１または２の方法。
【請求項５】
溶融紡糸したフィラメントからジオテキスタイルを製造するための装置であって、吸引域
を備えたスクリーンベルトが、溶融紡糸したフィラメントをスクリーンベルト上に積載す
るための積載装置の下に通されており、かつこのスクリーンベルトが、水噴射式強化ユニ
ット（５）及び吸引手段（６）からなる第一の流体力学的強化設備まで通じており、そし
て前記第一の強化ユニットの後にスクリーンベルトを除去した後には搬送ベルトを持たず
、かつ
積載装置及び第一の強化ユニットの間に、スクリーンベルト上に積載されたフィラメント
を圧縮する圧縮装置を更に含み、更に前記積載装置及び圧縮装置の間にフィラメントをス
クリーンベルト上に固定するための吸引手段も含む、
ことを特徴とする上記装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、溶融紡糸した繊維からジオテキスタイルを製造する方法に関する。この方法
では、溶融紡糸した長繊維を、スクリーンベルトに載せて連続的にかつ乱れ無く全ての強
化域及び後処理域に通して搬送する。
【背景技術】
【０００２】
　ＤＥ１９６２７２５６に繊維ウェブの繊維を水圧力学的に絡み合わせるための方法が記
載されている。この方法では、繊維ウェブを交互にガイドしながら数回ニードリングを行
い、及び繊維ウェブを絶え間なくかつ伸張させることなく支えることによって搬送ユニッ
ト間を渡す。これを実現するために、繊維ウェブは、支持面を変えながら搬送される間、
一緒に走行するエンドレスベルトによって支えられる。
【０００３】
　ＥＰ０８５９０７６からは繊維ウェブの繊維を流体力学的に絡み合わせるための装置が
知られている。この装置では、より強く強化するために、第一のニードリングユニットに
おいて、繊維ウェブを搬送するエンドレスベルトに、逆方向にガイドされるエンドレスベ
ルトを配置し、そして繊維ウェブを、上記エンドレスベルト間に形成される円錐形の隙間
で徐々に強く高密化する。
【０００４】
　どちらの方法も、未だ十分に強化されていない繊維ウェブの乱れを避けるためのもので
ある。
【０００５】
　しかし、繊維ウェブにおける最初の乱れは、第一の強化域に搬送する際に繊維を積載し
た後に既に発生する。
【０００６】
　本発明の課題は、第一の強化域の前に繊維を積載した後の繊維ウェブの乱れも直接避け
られる、繊維の積載及びそれに次ぐ流体力学的絡み合わせ法を提供することである。
【０００７】
　それ故、本発明の対象は、流体力学的な絡み合わせによって、溶融紡糸したフィラメン
トからジオテキスタイルを製造する方法であって、この溶融紡糸したフィラメントを、エ
ンドレススクリーンベルト(Siebband)上に載せ、このスクリーンベルトに載せて第一の強
化段階に通して搬送し、この際、上記フィラメントは、追加的に、全工程中、吸引域によ
ってスクリーンベルト上に固定され、そして第一の強化段階において既に十分に強化され
ているために、搬送ベルト無しで、乱れの無い搬送が可能である、上記方法である。
【０００８】
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　すなわち、溶融紡糸したフィラメントは先ず慣用の方法でエンドレススクリーンベルト
上に載せられ、そしてこのスクリーンベルトに積載されて第一の強化段階に搬送される。
この際、積載されたフィラメントは、搬送中、吸引域によってスクリーンベルト上に固定
されるので、その結果、未強化のフィラメントの搬送の際の乱れは生じ得ない。この際、
吸引空気の気体速度は１～１５ｍ／ｓである。
【０００９】
　第一の強化段階では、強化用の設備の配置に応じて、水の噴射がスクリーンベルトを貫
通して機能するか及び／またはスクリーンベルトが土台として働く。
【００１０】
　スクリーンベルトを貫通させて強化する実施態様では、スクリーンベルトは、１～８ｃ
ｍ-1、好ましくは２～５ｃｍ-1のメッシュ幅を有する。スクリーンベルトが土台として働
く場合は、スクリーンベルトは、１０～１００ｃｍ-1、好ましくは２０～６０ｃｍ-1のメ
ッシュ幅を有する。
【００１１】
　第一の強化段階での強化後は、ジオテキスタイルは十分に強化されているために、この
ジオテキスタイルは、その構造の乱れ無くかつ搬送ベルトで支えなくとも、移送すること
ができる。しかし、場合によっては、スクリーンベルトは、任意の更に別の強化段階に通
すこともできる。
【００１２】
　それゆえ、スクリーンベルト上では、フリースの形成だけではなく、強化も行われる。
【００１３】
　本方法によって、ベルトに載せた後に未強化ジオテキスタイルの構造に生じ得るどのよ
うな乱れも避けられる。それゆえ、例えば交互にガイドするなどの煩雑な方法を避けるこ
とができる。
【００１４】
　このように製造されたジオテキスタイルは、高い均質性及び均等性に優れている。
【００１５】
　フィラメントしては、溶融紡糸可能な原料の全て、例えばポリプロピレンなどのポリオ
レフィン、またはポリアミドもしくはポリエステルなどを使用することができる。
【００１６】
　本発明の更に別の対象の一つは、溶融紡糸したフィラメントからジオテキスタイルを製
造するための装置であって、吸引域を備えたスクリーンベルトが積載装置の下に通してあ
り、かつこのスクリーンベルトが、第一の強化設備まで通じていることを特徴とする上記
装置である。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】
【図２】上記の装置を図１及び図２に図示する。これらの図中、各記号は次の意味を有す
る。１　－　ベール状フィラメント２　－　未強化のフリース３　－　吸引手段を備えた
搬送域４　－　圧縮ベルト５　－　水噴射式強化ユニット６　－　吸引７　－　スクリー
ンベルト８　－　強化済みジオテキスタイル
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【図１】

【図２】
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